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曲
直
瀬
玄
朔
の
著
作
の
諸
問
題

Ｉ
「
山
居
四
要
抜
粋
」
「
済
民
記
」
は
玄
朔
の
著
作
か

〔
要
旨
〕
初
代
曲
直
瀬
道
三
の
医
学
を
継
承
し
た
曲
直
湘
玄
朔
（
二
代
目
迩
三
）
の
苦
作
を
再
検
討
し
、
以
下
の
結
果
を

得
た
。
（
一
）
「
済
民
記
』
「
山
居
四
要
抜
粋
』
「
意
伝
普
救
録
』
は
初
代
道
三
の
著
作
で
あ
り
、
玄
朔
の
も
の
で
は
な
い
・

玄
朔
は
こ
れ
ら
に
対
し
、
校
訂
（
『
済
民
記
」
）
、
再
編
纂
（
「
山
孵
川
要
抜
粋
』
）
、
製
作
（
「
意
伝
普
救
録
』
）
を
お
こ
な

っ
た
、
と
推
定
さ
れ
る
。
（
二
）
『
伝
心
方
法
』
・
「
恵
徳
方
』
・
『
常
山
方
」
の
三
者
は
Ⅲ
一
内
容
を
有
す
る
医
方
書
で
あ

る
。
（
三
）
玄
朔
は
晩
年
に
『
Ⅲ
新
雑
方
」
「
朕
方
繩
咄
」
『
朕
法
椛
衡
』
と
い
っ
た
処
方
集
を
杵
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

初
代
道
三
か
ら
継
承
し
た
「
旧
方
」
と
、
新
渡
来
の
「
新
方
」
を
合
体
さ
せ
た
内
容
で
あ
る
。
（
四
）
玄
朔
の
代
表
作
『
医

法
明
雛
』
は
ほ
と
ん
ど
「
旧
方
」
で
椎
成
さ
れ
て
い
る
。
（
五
）
玄
朔
は
初
代
道
三
の
膳
普
が
余
り
に
多
く
、
臨
床
上
不

便
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
易
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
医
方
苫
を
製
作
す
る
こ
と
に
心
掛
け
た
。
（
六
）
玄
朔
は
、
初
代
道
三
が

開
拓
し
た
医
旅
の
本
道
以
外
の
、
本
噛
、
食
物
、
鍼
灸
、
養
生
等
の
分
野
を
積
極
的
に
開
拓
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
曲
直
瀬
玄
朔
「
済
民
記
」
、
『
山
居
凹
要
抜
粋
』
、
「
常
山
方
』
、
『
医
法
明
鑑
」

日
本
医
史
学
雑
誌
第
五
十
巻
第
四
号
平
成
十
六
年
十
月
四
Ⅲ
受
付

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
日
発
行
平
成
十
六
年
十
月
二
十
二
日
受
理
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（
１
）
（
２
）

今
日
に
お
い
て
も
、
し
ば
し
ば
、
「
医
学
指
南
篇
』
が
曲
直
瀬
玄
朔
の
著
作
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
。
富
士
川
海
「
日
本
医
学
史
』
で
も
、
ま

（
３
）

た
、
近
年
出
版
さ
れ
た
本
書
の
影
印
本
の
解
説
に
お
い
て
も
、
玄
朔
の
著
作
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
小
曽
戸
洋
氏
が
指

（
４
）

摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
本
書
は
初
代
一
溪
道
三
の
著
作
で
あ
る
。
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
、
本
書
は
「
医
工
指
南
』
と
い
う
名
で
、
初
代
道
三

に
よ
っ
て
著
さ
れ
、
元
亀
元
年
二
五
七
○
）
、
『
治
法
指
南
篇
』
と
い
う
名
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
本
書
に
は
い
く
つ
か
の
異
な

（
Ｆ
勅
）
（
銀
ｂ
）

る
書
名
が
あ
る
。
「
医
学
指
南
篇
」
、
「
十
五
指
南
篇
』
、
あ
る
い
は
「
十
五
巻
」
は
、
皆
、
『
医
学
指
南
篇
』
の
別
名
で
あ
る
。
慶
長
年
間
（
一

五
九
六
’
一
六
一
四
）
に
活
字
印
行
さ
れ
た
も
の
が
今
日
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
恐
ら
く
は
、
こ
の
版
本
の
年
代
か
ら
、
そ
の
時
代
に
活
躍
し
た

玄
朔
の
著
作
と
推
定
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

本
書
の
冒
頭
（
勤
学
の
次
序
）
に
「
広
く
内
経
を
閲
し
、
普
く
本
草
を
窺
う
。
診
切
は
王
氏
の
脈
経
を
主
と
す
。
処
方
は
張
仲
景
を
宗
と
す
。

用
薬
は
東
垣
を
専
ら
と
し
、
な
お
潔
古
に
従
う
。
諸
証
を
弁
治
す
る
に
は
丹
渓
を
師
と
し
、
な
お
天
民
に
従
う
。
外
感
は
仲
景
に
法
る
。
内

曲
直
瀬
玄
朔
（
一
五
四
九
’
一
六
三
一
）
は
二
代
目
道
三
と
も
言
わ
れ
、
初
代
曲
直
瀬
道
三
の
医
学
を
継
承
し
て
発
展
さ
せ
た
人
物
と
し
て

著
名
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
当
時
の
天
皇
や
著
名
人
を
治
療
し
た
こ
と
か
ら
、
臨
床
家
と
し
て
も
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
。
彼
の
著
作
数
は
初

代
道
三
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
数
多
く
の
医
書
が
玄
朔
の
著
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
仔
細
に
検
討
す
る

と
、
実
は
初
代
道
三
の
著
作
で
あ
っ
た
り
、
初
代
道
三
の
医
書
を
増
補
改
訂
し
た
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
例
が
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
一
連
の
医
書
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
の
本
来
の
著
作
者
、
な
ら
び
に
、
そ
れ
ら
の
成
立
の
経
緯
を
再
検
討
す
る
と
と
も

に
、
玄
朔
の
著
作
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。

は
じ
め
に

一
玄
朔
著
と
誤
認
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
道
三
著
「
医
学
指
南
篇
」
（
「
十
五
指
南
篇
」
）
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傷
は
東
垣
に
法
る
。
熱
病
は
河
間
に
法
る
。
雑
病
は
丹
渓
に
法
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
記
述
に
基
づ
き
、
玄
朔
の
医
学
の
特
徴
は

「
一
家
に
偏
執
し
な
い
」
点
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
初
代
道
三
は
『
啓
迪
集
』
に
お
い
て
六
四
種
も
の
医
書
を
用
い
て

（
７
）

お
り
、
こ
の
段
階
で
す
で
に
コ
家
に
偏
執
し
な
い
」
医
学
が
確
立
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
山
居
四
要
抜
粋
」
は
、
元
の
王
汝
愁
の
編
著
に
な
る
養
生
書
、
「
山
居
四
要
』
を
抄
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
に

曲
直
瀬
玄
朔
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
本
書
を
著
し
た
由
来
に
つ
い
て
、
玄
朔
は
祓
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
日
本
国
前
博
陸
殿
下
将
撃
大
明
、
既
被
遣
前
駆
於
朝
鮮
英
。
干
時
芸
陽
大
守
宰
相
羽
林
郎
豊
臣
輝
元
公
在
開
寧
県
而
偶
示
得
沈
洞
、
予
依

殿
下
之
命
、
不
遠
命
不
遠
千
里
干
以
療
之
、
経
歴
密
陽
館
之
日
、
幸
得
山
居
四
要
一
部
、
披
而
観
之
則
飲
食
起
居
之
妙
術
、
保
生
治
疾
之
彙

方
、
常
銘
座
右
而
寅
昏
可
玩
味
之
害
也
、
相
公
聞
之
就
予
請
以
倭
語
口
写
焉
、
不
克
辞
讓
而
走
兎
毫
以
応
公
求
云
爾
。
天
正
二
十
年
竜
集
壬

（
８
）

辰
仲
冬
下
群
、
日
東
洛
下
、
延
命
院
玄
朔
書
干
開
寧
青
秀
楼
下
」
。
こ
れ
を
補
い
な
が
ら
読
み
下
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
「
日
本
の
前

博
陸
殿
下
（
前
関
白
殿
下
、
豊
臣
秀
吉
）
は
大
明
を
撃
た
ん
と
し
て
、
既
に
前
駆
を
朝
鮮
に
派
遣
せ
ら
れ
た
。
時
に
芸
陽
の
大
守
宰
相
羽
林
郎

（
近
衛
府
の
中
将
）
豊
臣
輝
元
（
毛
利
輝
元
）
公
は
、
開
寧
県
に
在
っ
て
、
偶
々
沈
洞
を
発
し
て
苦
し
ん
で
い
た
。
予
は
太
閤
殿
下
の
命
に
よ
っ

て
、
命
を
う
と
ん
ぜ
ず
、
千
里
を
遠
し
と
せ
ず
、
そ
の
治
療
に
赴
い
た
。
め
ぐ
り
歩
い
て
密
陽
の
館
に
い
た
あ
る
日
、
幸
い
に
『
山
居
四
要
』

の
一
部
を
得
た
。
こ
れ
を
披
い
て
観
る
と
、
則
ち
飲
食
起
居
の
妙
術
、
保
生
治
疾
の
彙
方
、
常
に
座
右
に
銘
じ
て
寅
昏
（
朝
夕
）
熟
読
頑
味
す

べ
き
書
で
あ
る
。
輝
元
公
は
こ
れ
を
聞
い
て
予
に
倭
語
を
以
て
写
し
を
懇
請
さ
れ
た
。
断
り
切
れ
ず
、
筆
を
走
ら
せ
て
輝
元
公
の
希
望
に
応

え
た
。
天
正
二
十
年
竜
集
壬
辰
仲
冬
下
群
、
日
本
国
洛
下
延
命
院
玄
朔
、
開
寧
胄
秀
楼
下
に
於
て
害
す
。
」

こ
の
賊
文
で
は
、
玄
朔
が
朝
鮮
に
出
向
い
た
折
、
『
山
居
四
要
』
を
見
出
し
、
抄
訳
本
を
著
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
奇

妙
な
こ
と
に
、
曲
直
瀬
家
の
家
記
を
記
し
た
「
当
流
医
学
之
源
委
」
で
は
、
天
正
二
○
年
を
遡
る
こ
と
一
○
年
に
、
本
書
が
初
代
道
三
に
ょ

二
「
山
居
四
要
抜
粋
」
を
玄
朔
の
著
作
と
見
る
こ
と
の
問
題
点
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線
部
参
照
）
。

壹
励
）

（
三
）
初
代
道
三
が
講
義
に
用
い
た
医
書
名
を
記
し
た
「
道
三
在
洛
講
釈
之
記
」
の
中
に
、
「
茶
話
、
山
居
」
を
見
出
し
た
。

以
上
、
二
）
～
（
三
）
の
結
果
か
ら
、
初
代
道
三
は
「
啓
迪
集
』
を
著
す
以
前
に
、
す
で
に
「
山
居
四
要
』
を
入
手
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆

さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
抜
粋
本
も
天
正
一
○
年
（
一
五
八
三
に
初
代
道
三
に
よ
っ
て
著
さ
れ
て
い
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
山
居
四
要
抜
粋
』
の
賊
文
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

（
ご
玄
朔
に
よ
っ
て
『
山
居
四
要
抜
粋
」
の
祓
文
が
書
か
れ
た
天
正
二
○
年
以
前
の
道
三
の
著
作
の
中
に
、
「
山
居
四
要
」
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。
道
三
の
著
作
の
う
ち
、
「
医
燈
藍
墨
』
会
弁
証
配
剤
医
燈
」
、
一
五
六
四
’
一
五
七
二
、
『
切
紙
」
（
一
五
六
七
）
、
『
広
観
摘
英
集
』
（
一

五
七
○
）
、
『
医
家
要
語
集
」
二
五
七
二
）
、
『
啓
迪
集
』
（
一
五
七
四
）
、
『
意
伝
普
救
録
」
（
一
五
八
○
年
以
前
）
、
『
医
術
宜
弁
類
』
（
一
五
八
一
）
に

お
い
て
、
『
山
居
四
要
』
か
ら
の
引
用
を
確
認
し
た
。

（
二
）
初
代
道
三
が
門
下
生
に
授
与
し
た
「
蔵
紙
」
の
目
録
の
中
に
「
次
誠
紙
之
外
、
茶
話
、
山
居
、
炮
炎
論
、
針
灸
禁
穴
解
」
と
の
記
述

（
５
）
（
７
）

（
９
）

を
見
出
し
た
。
「
茶
話
」
と
「
山
居
」
と
が
並
ん
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
参
考
に
す
れ
ば
、
「
茶
話
」
は
「
八
十
一
ケ
条
茶
話
』
、
「
山
居
」

は
、
『
八
十
一
ケ
条
茶
話
』
の
八
日
後
に
著
さ
れ
た
『
山
居
四
要
抜
粋
」
と
推
測
さ
れ
る
（
本
節
の
『
当
流
医
学
之
源
委
」
か
ら
の
引
用
文
中
の
傍

（
５
）

っ
て
著
さ
れ
た
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
痒
主
（
玄
朔
）
旅
行
而
学
徒
閉
窓
而
閑
然
美
、
故
予
（
一
渓
道
三
）
強
勉
苦
老
声
、
勤
講
八
十
一
ケ
条
茶
話
也
／
壬
午
（
天
正
十
年
）
四
月

朔
。
又
隔
数
日
、
抜
懲
遜
齋
山
居
四
要
以
講
之
、
便
名
山
居
四
要
抜
粋
焉
、
同
月
八
日
」
（
カ
ッ
コ
内
、
な
ら
び
に
傍
線
は
筆
者
ら
に
よ
る
）

「
山
居
四
要
抜
粋
』
の
賊
文
と
『
当
流
医
学
之
源
委
」
の
記
述
の
い
ず
れ
が
妥
当
か
、
道
三
関
係
の
資
料
を
用
い
て
検
証
し
、
以
下
の
点
を

明
ら
か
に
し
た
。
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玄
朔
が
秀
吉
の
征
韓
の
役
に
従
っ
て
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
に
九
州
肥
前
名
護
屋
に
赴
い
た
こ
と
は
諸
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
山
居
四

要
抜
粋
」
が
文
禄
朝
鮮
の
役
と
絡
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
著
者
ら
は
『
今
大
路
家
記
抄
」
に
み
ら
れ
る
次
の
記
述
に
注
目
し
た
。

「
叡
覧
に
備
る
啓
迪
集
、
其
後
乱
亡
の
頃
紛
失
す
。
秀
吉
公
、
高
麗
征
伐
の
時
、
朝
鮮
の
文
庫
を
発
て
書
万
巻
を
取
る
。
其
の
問
に
右
の
啓

迪
集
並
び
に
拙
庵
壺
印
あ
り
。
秀
吉
公
こ
れ
を
奇
と
し
、
啓
迪
集
と
印
と
を
玄
朔
に
賜
ふ
。
今
家
伝
の
啓
迪
集
即
ち
是
な
り
。
一
溪
の
真
跡

あ
り
。
｜Ｌ

第
二
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
例
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、
玄
朔
が
朝
鮮
で
「
山
居
四
要
抜
粋
』
を
著
し
た
と
い
う
話
に
も
同
様
な
政
治
的
側
面
が
隠
さ
れ
て
い
る

と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
玄
朔
が
初
代
道
三
の
著
作
を
偽
っ
て
自
分
の
も
の
と
し
て
世
に
出
し
た
と
決
め
付
け
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

玄
朔
の
他
の
著
作
で
も
、
初
代
道
三
の
著
作
を
底
本
と
し
て
再
編
纂
し
て
い
る
例
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
も
、
初
代
道
三
が
編

纂
し
た
『
山
居
四
要
抜
粋
」
を
直
接
あ
る
い
は
間
接
に
参
考
に
し
な
が
ら
、
政
治
的
な
脚
色
も
交
え
て
、
自
分
な
り
の
「
山
居
四
要
抜
粋
」

を
編
纂
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
玄
朔
に
よ
る
『
山
居
四
要
抜
粋
』
は
初
代
道
三
に
よ
る
そ
れ
の

な
記
事
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
ゞ

い

る
○ 三

「
山
居
四
要
抜
粋
」
玄
朔
説
の
経
緯

本
節
で
は
、
玄
朔
の
は
じ
め
て
の
著
作
と
い
わ
れ
る
『
済
民
記
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
本
書
に
は
次
の
祓
文
と
著
作
年
が
記
さ
れ
て

こ
の
記
述
が
事
実
か
否
か
は
別
に
し
て
、
こ
れ
は
道
三
の
医
学
が
す
で
に
朝
鮮
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
を
主
張
せ
ん
が
た
め
の
政
治
的

四
「
済
民
記
」
を
玄
朔
著
と
す
る
こ
と
の
問
題
点
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「
済
民
記
』
が
玄
朔
の
著
作
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
本
節
で
は
、
『
済
民
記
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
著
さ
れ
た
初
代
道
三
の
著

作
『
恒
民
粋
」
な
ら
び
に
『
医
燈
藍
墨
」
を
『
済
民
記
』
と
比
較
し
た
。

そ
の
一
つ
は
、
本
書
を
著
し
た
時
の
玄
朔
の
年
齢
で
あ
る
。
も
し
こ
の
記
述
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
本
書
は
玄
朔
の
二
五
才
の
時
の
著
作

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
二
五
歳
の
若
輩
が
、
践
文
に
あ
る
よ
う
な
、
「
初
学
蒙
侶
を
導
か
ん
と
欲
す
」
と
記
す
で
あ
ろ
う
か
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
本
書
の
著
作
年
が
初
代
道
三
の
『
啓
迪
集
』
が
著
さ
れ
た
一
年
前
に
あ
た
る
点
で
あ
る
。
果
し
て
、
初
代
道
三
が

彼
の
代
表
作
『
啓
迪
集
」
を
著
す
前
に
、
二
代
目
道
三
を
継
承
す
る
玄
朔
が
医
書
を
著
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
玄
朔
が
初
代
道
三
の
孫
女
を
要

り
、
養
子
と
な
っ
た
の
は
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
で
あ
り
、
同
年
、
初
代
道
三
は
隠
居
し
た
家
督
を
玄
朔
に
譲
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
正

｛
Ⅲ
）

一
二
年
（
一
五
八
四
）
に
至
っ
て
、
初
代
道
三
は
自
分
の
所
持
し
て
い
た
医
書
を
こ
と
ご
と
く
玄
朔
に
譲
っ
て
い
る
。
『
曲
直
瀬
家
記
』
を
み

て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
旧
新
雑
方
』
、
「
伝
心
方
法
」
、
「
医
方
繩
墨
』
な
ど
、
玄
朔
の
代
表
的
な
著
作
の
す
べ
て
が
初
代
道
三
の
卒
後
二
五

九
四
年
～
）
に
著
さ
れ
て
い
る
。
前
節
で
述
べ
た
「
山
居
四
要
抜
粋
』
の
よ
う
な
再
編
纂
書
の
例
で
さ
え
、
初
代
道
三
が
す
べ
て
の
医
書
を
譲

っ
た
天
正
一
二
年
以
降
で
あ
る
。

題
が
多
い
。

こ
の
記
述
か
ら
、
本
書
は
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
に
、
王
永
輔
の
「
恵
済
方
」
と
虞
天
民
の
「
医
学
正
伝
」
の
記
述
を
中
心
に
、
編
蟇
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般
に
見
ら
れ
る
版
本
に
は
著
者
名
は
な
い
が
、
大
阪
市
立
図
書
館
石
崎
文
庫
所
蔵
の
古
写
本
に
は
、

（
川
）

賊
文
の
最
後
に
「
天
正
元
歳
次
癸
酉
中
元
旦
、
玄
朔
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
済
民
記
』
を
玄
朔
が
著
し
た
と
す
る
に
は
問

次
癸
酉
中
」

五
「
済
民
記
」
と
「
恒
民
粋
」
・
「
医
燈
藍
墨
」
と
の
比
較

「
右
三
巻
於
紀
州
粉
河
原
寺
、
摘
王
永
輔
恵
済
方
、
虞
天
民
医
学
正
伝
等
革
要
、
以
卑
哩
字
辞
記
之
、
意
欲
導
初
学
蒙
侶
而
巳
。
天
正
元
歳
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初
代
道
三
は
『
啓
迪
集
』
を
著
す
以
前
に
、
虞
天
民
の
『
医
学
正
伝
』
を
か
な
り
勉
強
し
た
ら
し
く
（
「
久
執
於
天
民
正
伝
、
日
夜
閲
之
診
脈

（
５
）

弁
証
療
紀
既
明
載
干
啓
迪
」
）
、
そ
の
成
果
を
「
恒
民
粋
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
「
恒
」
、
「
民
」
は
「
医
学
正
伝
」
の
著
者
、
虞
天
民
（
恒
徳
老
人
）

の
名
に
由
来
し
、
「
粋
」
は
抜
革
の
意
味
で
あ
る
。

「
恒
民
粋
」
の
書
名
の
付
け
方
を
参
考
に
す
る
と
、
「
済
民
記
』
の
書
名
の
意
味
も
推
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
は
王
永
輔
の
「
恵
済

方
」
と
虞
天
民
の
『
医
学
正
伝
」
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
済
」
は
「
恵
済
方
』
か
ら
、
「
民
」
は
虞
天
民
か
ら
、
と
も
に
一
字

（
咽
）

ず
つ
を
採
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
『
恒
民
粋
」
は
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
頃
に
著
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
『
済
民
記
」
が
著
さ
れ
た
時
と
ほ
と
ん

ど
同
時
期
に
当
た
る
。
引
用
医
書
か
ら
も
、
書
名
の
付
け
方
か
ら
も
、
『
済
民
記
』
は
、
「
恒
民
粋
」
と
同
様
、
初
代
道
三
の
著
吉
で
あ
る
可

次
に
、
初
代
道
三
が
「
啓
迪
集
」
を
著
す
以
前
の
彼
の
医
方
害
、
「
医
燈
藍
墨
」
（
以
下
、
本
稿
で
は
『
医
燈
」
と
記
す
）
と
比
較
し
て
み
た
い
。

本
書
が
は
じ
め
て
著
さ
れ
た
の
は
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
で
あ
り
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
二
に
『
診
察
弁
証
」
あ
る
い
は
『
弁
証
配
剤
医

（
６
）
（
刑
）

燈
』
と
改
名
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
賊
文
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

能
性
が
高
い
。

燈
』
と
辛

「
撮
収

右
或
区
老
少
男
女
或
明
吉
凶
順
逆
而
即
光
賢
擬
薬
以
墨
記
之
年
来
予
親
用
而
毎
効
配
剤
以
藍
記
之
治
病
用
薬
之
時
欲
使
姪
孫
一
覧
如
指
掌
而

巳
時
元
亀
第
二
辛
未
年
冬
日
南
至
／
日
東
洛
下
錐
知
苦
斎
孟
静
翁
道
三
」
（
傍
線
な
ら
び
に
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
ら
に
よ
る
）

こ
の
賊
文
か
ら
、
『
医
燈
」
が
『
医
学
正
伝
」
や
一
恵
済
方
」
な
ど
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
（
傍
線
ｉ
）
、
本
書
が
『
済
民
記
」

と
同
類
の
医
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
両
書
の
本
文
を
比
較
し
て
み
る
と
、
引
用
文
が
共
通
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
病
証
に
対

す
る
処
方
あ
る
い
は
薬
物
の
配
当
に
お
い
て
も
、
共
通
性
を
見
出
せ
る
。

ま
た
、
傍
線
Ⅱ
の
「
姪
孫
に
一
覧
せ
し
め
ん
と
欲
す
」
と
い
う
記
述
に
注
目
し
た
い
。
道
三
の
直
系
は
早
逝
し
、
医
業
を
継
い
だ
の
は
道

（
皿
）

三
の
「
姪
孫
（
兄
弟
の
孫
）
」
に
当
た
る
玄
朔
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
賊
文
で
の
「
姪
孫
」
は
玄
朔
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
「
済
民

へ

医
学
）
正
伝
恵
済
（
方
）
医
林
（
集
要
）
之
至
要
而
或
弁
陰
陽
表
裏
或
察
虚
実
寒
熱
或
別
血
気
盛
衰
或
分
貧
賤
苦
楽
或
異
上
下
左
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「
済
民
記
』
の
大
半
は
各
病
門
の
察
証
弁
治
を
述
べ
て
い
る
が
、
各
病
門
の
最
後
付
近
で
は
灸
法
を
記
し
、
次
に
飲
食
の
宜
禁
を
述
べ
て
い

る
。
察
証
弁
治
の
部
分
は
、
『
済
民
記
」
の
践
文
に
あ
る
「
本
書
は
『
恵
徳
方
」
と
『
医
学
正
伝
」
の
華
要
を
記
し
た
」
と
い
う
記
述
に
該
当

す
る
も
の
の
、
灸
法
と
飲
食
の
宜
禁
の
部
分
は
こ
れ
に
該
当
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
察
証
弁
治
と
灸
法
・
飲
食
宜
禁
と
は
区
別
し

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
四
医
書
の
う
ち
の
二
医
書
が
、
初
代
道
三
の
師
匠
、
田
代
三
喜
と
関
連
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
著
者
ら
が
す

（
脇
）
（
旧
）

で
に
報
告
し
た
よ
う
に
、
『
授
蒙
聖
功
方
』
と
「
師
語
録
』
は
田
代
三
喜
の
原
『
和
極
集
」
に
極
め
て
近
い
。
田
代
三
喜
と
の
か
か
わ
り
は
初

代
道
三
が
関
東
留
学
中
の
こ
と
で
あ
り
、
玄
朔
は
ま
っ
た
く
関
与
し
て
い
な
い
。
『
済
民
記
」
に
み
ら
れ
る
田
代
三
喜
の
著
作
と
の
深
い
関
連

は
、
本
書
の
原
著
者
は
玄
朔
で
は
な
く
、
道
三
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

『
済
民
記
」
が
主
に
中
国
の
医
書
で
あ
る
「
医
学
正
伝
』
や
「
恵
済
方
」
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
本
書
を
日

（
Ⅳ
）

本
の
医
書
と
比
較
し
た
結
果
、
次
の
医
書
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
医
書
と
は
、
「
授
蒙
聖
功
方
」
（
一
溪
道
三
、
｜

（
脇
）

五
四
七
年
）
、
「
医
燈
藍
墨
』
（
一
溪
道
三
、
一
五
六
四
年
、
一
五
七
一
年
）
、
『
師
語
録
」
二
溪
道
三
、
一
五
七
三
年
以
前
？
）
、
「
啓
迪
集
」
（
一
溪
道

（
砺
）

記
」
の
一
年
後
に
著
さ
れ
た
「
啓
迪
集
』
で
も
「
唯
、
是
れ
庵
下
の
姪
孫
を
啓
迪
せ
ん
と
要
す
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
も
、

「
済
民
記
』
が
著
さ
れ
た
当
時
は
、
初
代
道
三
が
玄
朔
に
対
し
て
自
ら
の
著
書
を
授
け
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
玄
朔
が
医
方
害
を
著
す
時
期
で

（
脳
）

は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

五
四
七
年
）
、
「
医
燈
藍
墨
』

三
、
一
五
七
四
）
で
あ
る
。

七
古
写
本
「
済
民
記
」
に
記
さ
れ
た
「
玄
朔
」
の
意
味

一
ハ

「
済
民
記
」
と
田
代
三
喜
関
連
の
医
方
書
と
の
関
係
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初
代
道
三
の
門
人
、
櫟
庵
寿
泉
が
書
い
た
「
意
伝
普
救
録
』
増
補
本
に
は
「
京
国
東
井
朔
公
、
出
此
集
、
見
示
予
、
旙
看
之
、
老
師
一
溪

翁
於
諸
害
中
抜
粋
者
一
百
七
十
五
条
、
類
聚
而
作
九
篇
、
顕
之
日
「
意
伝
普
救
録
」
美
」
と
の
跿
文
が
あ
る
。
こ
れ
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、

本
書
は
初
代
道
三
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
が
玄
朔
の
著
作
と
誤
解
さ
れ
た
理
由
は
、
本
書
の

こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
察
証
弁
治
に
つ
い
て
は
玄
朔
の
関
与
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
が
、
飲
食
の
宜
禁
に
つ
い
て
は

玄
朔
の
関
与
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
を
挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
飲
食
の
宜
禁
を
著
す
と
き
の
参
考
文
献
は
、
初
代
道
三
著
「
宜

（
別
）
（
劃
）
（
型
）

禁
本
草
」
と
推
定
さ
れ
る
。
『
宜
禁
本
草
』
は
『
済
民
記
』
を
遡
る
こ
と
七
年
、
一
五
六
六
年
頃
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
初
代
道
三
は

同
時
期
に
『
薬
性
能
毒
』
を
著
し
て
い
る
。
こ
の
『
薬
性
能
毒
』
の
校
正
は
、
玄
朔
が
一
五
七
一
年
に
行
な
っ
て
い
る
（
「
右
之
一
部
一
溪
居
士

（
蝿
）

常
用
之
薬
味
也
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
二
之
秋
、
予
（
玄
朔
）
校
正
之
芙
」
）
。
『
済
民
記
』
の
二
年
前
に
あ
た
る
。
こ
の
他
に
も
、
初
代
道
三
の

（
邸
）
（
肌
）

本
草
関
係
の
著
作
を
玄
朔
が
校
訂
し
た
り
増
補
し
た
り
し
た
例
は
少
な
く
な
い
・

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
初
代
道
三
が
『
済
民
記
」
の
飲
食
の
宜
禁
を
ま
と
め
る
に
際
し
、
何
ら
か
の
形
で
玄
朔
が
関
与
し
た
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
玄
朔
の
著
作
の
中
に
は
、
本
稿
一
四
節
『
食
性
能
毒
・
日
用
灸
法
」
で
述
べ
る
よ
う
に
、
『
済
民
記
」
の
灸
法
や
飲
食

の
宜
禁
に
近
似
し
た
内
容
が
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
済
民
記
」
の
古
写
本
に
「
玄
朔
」
と
あ
る
の
は
、
玄
朔
が
本
書
の
灸
法
な

ら
び
に
飲
食
宜
禁
の
部
分
を
校
訂
ま
た
は
増
補
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
、
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
野
）

玄
朔
の
医
学
入
門
書
と
し
て
、
し
ば
し
ば
、
『
意
伝
普
救
録
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
書
は
、
勤
学
篇
、
診
候
篇
、
医
法
篇
、
弁
剤
篇
、
察
証

篇
、
弁
治
篇
、
婦
人
篇
、
小
児
篇
、
養
生
篇
か
ら
成
る
。
こ
の
構
成
は
初
代
道
三
の
「
医
学
指
南
篇
」
の
構
成
に
類
似
し
て
い
る
。
本
書
の

増
補
本
に
天
正
八
年
（
一
五
八
○
）
の
年
記
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
書
は
そ
れ
以
前
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、

初
代
道
三
が
存
命
中
に
、
玄
朔
は
本
書
を
著
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
玄
朔
の
医
書
の
中
で
は
珍
し
い
例
で
あ
る
。

八
「
意
伝
普
救
録
」
に
お
け
る
玄
朔
の
役
割
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千
十
之
誤
則
悉
刊
而
改
之
、
功
莫
漫
啓
発
云
爾
、
干
時
慶
長
二
年
歳
次
丁
酉
（
一
五
九
七
）
孟
春
初
吉
、
洛
下
延
命
院
法
印
玄
朔
敬
識
」

こ
の
賊
文
よ
り
次
の
点
が
明
ら
か
と
な
る
。

・
玄
朔
が
常
陸
国
に
配
流
さ
れ
て
い
た
折
、
「
東
海
之
畔
」
で
安
斉
道
恵
に
出
会
っ
た
（
引
用
文
ｉ
）
。

（
訂
）

・
安
斉
道
恵
は
玄
朔
が
持
っ
て
い
た
一
つ
の
「
草
書
の
本
」
を
写
し
、
こ
れ
を
『
恵
徳
方
」
の
名
で
刊
行
し
た
（
引
用
文
Ⅱ
）
。

。
「
恵
徳
方
』
の
刊
本
は
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
以
前
と
推
定
さ
れ
る
（
引
用
文
耐
）
・

賊
文
の
内
容
か
ら
で
は
、
玄
朔
が
持
っ
て
い
た
「
草
書
の
本
」
が
玄
朔
自
身
の
著
作
で
あ
る
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
今
日
で
は
『
恵

徳
方
」
は
玄
朔
の
著
書
と
い
う
点
で
議
論
の
余
地
が
な
い
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
て
い
る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
江
戸
の
書
籍
目
録
で
は
二

玄
朔
は
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
か
ら
慶
長
二
～
三
年
（
一
五
九
七
～
一
五
九
八
）
に
か
け
て
、
常
陸
国
に
流
罪
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
の
第

九
節
か
ら
第
一
四
節
で
は
、
こ
の
間
に
彼
が
著
し
た
医
書
を
中
心
に
検
討
し
た
い
。

「
恵
徳
方
」
は
玄
朔
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
代
表
的
な
医
書
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
書
の
版
本
に
は
著
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

（
沁
）

一
部
の
写
本
に
は
以
下
に
示
す
玄
朔
の
賊
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。

「
此
書
乃
為
安
斉
道
恵
公
所
製
作
也
、
公
世
為
備
陽
人
、
少
好
武
芸
功
名
既
成
而
漸
近
知
命
、
忽
辞
家
業
、
刻
志
於
医
、
求
師
東
西
馳
猟
美
、

（
・
も
Ｉ
）時

予
偶
遊
東
海
之
畔
、
公
聞
以
寄
居
於
同
邑
、
於
此
寅
昏
談
診
候
證
治
之
枢
機
然
而
着
此
一
部
目
日
恵
徳
方
、
易
日
有
孚
恵
我
徳
庶
幾
、
公

（
一
Ⅲ
）

常
翫
味
斯
害
、
以
恵
心
之
徳
自
達
保
命
之
道
、
芳
救
郡
生
之
患
故
又
以
恵
為
公
之
諄
、
公
以
予
草
書
之
本
見
写
之
、
予
遂
周
覧
間
有
上
下

命
川
）

識
語
、
「
斯
一
部
者
、
延
寿
痒
主
之
製
作
也
」
の
「
製
作
」
を
「
著
作
」
と
理
解
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
第
九
節
で
述
べ
る
「
恵
徳

方
』
の
践
文
の
例
で
も
示
す
よ
う
に
、
製
作
者
と
著
作
者
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
意
伝
普
救
録
」
の
著
者
は
初
代
道
三
で
あ
り
、

製
作
者
は
玄
朔
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

九
「
恵
徳
方
」
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玄
朔
は
常
陸
国
に
配
流
さ
れ
て
い
た
と
き
の
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
閨
七
月
に
、
嗣
子
の
元
鑑
に
「
淀
（
曲
直
瀬
玄
朔
淀
害
十
六
カ
条
）
」

（
Ⅲ
）

と
「
玄
朔
印
可
伝
授
附
与
状
」
を
送
っ
て
い
る
。
後
者
に
お
い
て
、
玄
朔
は
、
初
代
道
三
か
ら
稟
受
し
た
医
書
全
啓
迪
集
』
『
切
紙
』
「
医
学
正

（
２
）

伝
」
「
丹
溪
心
法
」
「
玉
機
微
義
」
『
証
類
本
草
」
「
医
林
集
要
」
）
と
、
玄
朔
が
自
ら
著
し
た
『
伝
心
方
法
』
を
元
鑑
に
附
与
す
る
、
と
記
し
て
い
る
。

著
者
ら
は
玄
朔
の
書
状
に
見
ら
れ
る
『
伝
心
方
法
」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
に
興
味
を
持
ち
、
九
州
大
学
所
蔵
の
同
書
を
調
査
し
、

本
書
と
『
恵
徳
方
』
と
が
同
一
の
内
容
で
あ
る
と
い
う
意
外
な
結
果
を
得
た
。

『
伝
心
方
法
』
と
『
恵
徳
方
』
が
同
一
書
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
み
る
と
、
次
の
こ
と
を
推
定
で
き
る
。
「
玄
朔
は
、
文
禄
五
年
（
慶
長
元

年
）
に
元
鑑
に
『
伝
心
方
法
』
を
附
与
し
、
翌
年
、
手
元
に
あ
っ
た
草
稿
本
を
安
斉
道
恵
に
手
渡
し
、
「
恵
徳
方
」
の
名
で
出
版
さ
せ
た
」
。
こ

の
よ
う
な
流
れ
か
ら
考
え
る
と
、
第
九
節
の
引
用
文
曲
の
「
草
書
の
本
」
は
草
書
体
の
本
の
意
味
で
は
な
く
、
『
伝
心
方
法
」
の
草
稿
本
と
解

『
伝
心
方
法
』
は
著
者
名
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
『
国
耆
総
目
録
」
に
よ
る
と
、
本
書
は
九
州

大
学
の
図
書
館
に
し
か
み
ら
れ
な
い
稀
書
で
あ
る
。
近
年
、
長
野
仁
氏
に
よ
っ
て
、
本
書
が
玄
朔
の
関
連
医
方
言
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

六
七
○
、
一
六
七
一
、
一
六
七
五
、
一
六
九
二
、
一
六
九
九
年
）

て
い
た
「
草
書
の
本
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
卯
ご

さ
れ
た
。

玄
朔
は
常
陸
国
に
配
流
さ
れ
た
折
、
山
中
の
住
居
で
「
常
山
方
』
を
著
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
名
に
状
況
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

一
○
稀
書
「
伝
心
方
法
」
と
「
恵
徳
方
」
と
の
一
致

一
「
常
山
方
」
と
「
伝
心
方
法
」
（
「
恵
徳
方
」
）
と
の
比
較

（
調
）

一
溪
道
三
の
著
作
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
節
に
お
い
て
玄
朔
が
所
持
し
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薬
箱
二
入
、
療
治
候
時
只
一
冊
見
申
、
す
ミ
申
様
二
仕
、
玄
鑑
二
附
属
候
、
今
度
之
牢
人
之
徳
と
存
候
、
誠
塞
翁
か
馬
に
て
候
、
今
度
之
牢

人
ハ
、
拙
者
医
道
今
一
代
も
可
相
続
故
か
と
、
天
道
難
有
存
候
、
其
書
物
懸
御
目
度
候
、
但
余
近
道
二
專
過
候
て
、
人
二
見
す
へ
き
物
二
あ

著
者
ら
は
、
こ
の
こ
と
に
着
目
し
、
玄
朔
が
常
陸
国
で
著
し
た
と
い
わ
れ
る
『
伝
心
方
法
』
（
第
一
○
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
『
恵
徳
方
」
と

同
じ
）
と
「
常
山
方
」
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
伝
心
方
法
』
（
『
恵
徳
方
』
）
と
「
常
山
方
」
は
、
前
者
は
仮
名
交
じ
り
体
、
後
者
は
漢
文

体
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
内
容
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

一
般
に
見
る
「
常
山
方
』
は
曲
直
瀬
玄
淵
（
玄
朔
の
曽
孫
）
が
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
玄
淵
の
序
文
が
あ
り
、
玄
朔
が
常
陸
国

に
流
さ
れ
て
い
た
と
き
に
著
し
た
（
「
予
曽
祖
東
井
先
生
文
禄
中
有
故
調
居
常
山
杜
門
著
書
名
之
日
常
山
方
」
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
文
禄

四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
『
伝
心
方
法
」
が
著
さ
れ
た
こ
と
に
一
致
す
る
。
「
伝
心
方
法
」
を
附
与
さ
れ
た
元
鑑
が
玄
淵
の
祖
父
に
当
た
る
こ

と
か
ら
、
『
伝
心
方
法
」
が
『
常
山
方
」
の
名
で
、
孫
に
継
承
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

な
お
、
今
日
見
る
「
常
山
方
』
は
全
一
二
巻
よ
り
な
る
大
部
の
医
方
書
で
あ
り
、
玄
朔
の
医
学
の
集
大
成
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
多
く
は
玄
淵
に
よ
る
増
補
部
で
あ
り
、
原
本
は
『
伝
心
方
法
』
と
同
様
、
三
冊
よ
り
な
る
も
の
で
あ
っ
た
点
は
注
意
す
べ

き
で
あ
る
。

〆
“
■
Ｊ
問

ら
す
候
、
家
の
重
宝
二
候
、
但
お
か
し
ぐ
可
被
思
召
候
、
拙
者
心
に
ハ
随
分
と
存
候
、
以
上
」
〔
（
慶
長
元
年
）
六
月
一
三
日
〕

こ
の
書
状
か
ら
、
玄
朔
は
常
陸
国
の
配
流
を
き
っ
か
け
に
自
分
流
の
医
方
害
を
著
そ
う
と
思
い
立
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
（
引
用
文
ｉ

玄
朔
が
常
陸
国
に
配
流
さ
れ
た
折
に

こ
れ
は
慶
長
元
年
六
月
、
玄
朔
が
北
村

‐
‐
（
ｏ
ｑ
ｌ
）

「
尚
々
、
旧
冬
以
来
医
書
一
冊
書
立
申
候
、
当
流
之
書
物
余
数
多
に
て
、
療
治
候
時
い
つ
れ
も
見
申
候
者
す
ミ
可
申
と
も
難
弁
候
間
、
不
断

一
二
「
伝
心
方
法
」
（
「
恵
徳
方
」
）
を
著
し
た
意
図

（
川
）

さ
れ
た
折
に
『
伝
心
方
法
」
（
「
恵
徳
方
」
）
を
著
し
た
意
図
を
以
下
に
示
す
書
状
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

玄
朔
が
北
村
宗
竜
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

、

|宗

|哩



日本医史学雑誌第50巻第4号（20()4）559

Ⅲ
）
。
初
代
道
三
の
医
書
は
余
り
に
多
い
た
め
、
治
療
の
時
に
ど
の
本
を
見
れ
ば
よ
い
か
判
断
し
難
い
。
そ
こ
で
、
自
分
は
、
不
断
薬
箱
に
入

れ
て
お
け
て
治
療
の
折
に
は
そ
の
一
冊
を
見
れ
ば
済
む
よ
う
な
平
易
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
医
方
害
（
「
伝
心
方
法
」
）
を
書
き
上
げ
た
（
引
用
文
￥
Ⅲ
）
。

人
は
ど
う
思
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
自
分
で
は
結
構
満
足
し
て
い
る
（
ｗ
）
、
と
い
っ
た
内
容
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
書
状
の
「
平
易
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
医
方
害
」
の
内
容
を
『
伝
心
方
法
」
（
『
恵
徳
方
』
）
に
よ
っ
て
検
証
す
る
と
、
本
書
の
主
た
る
内
容

で
あ
る
察
証
弁
治
に
加
え
て
、
灸
治
が
各
病
門
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
の
医
方
言
の
中
に
質
の
異
な
る
要
素
を
合
体
さ
せ
て
い
る
こ
と

な
お
、
玄
朔
が
自
分
な
り
の
医
方
害
を
著
そ
う
と
し
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
玄
朔
が
常
陸
の
国
に
配
流
さ
れ
た
一
年
前
に
初
代
道
三
が

他
界
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
『
医
法
明
鑑
」
な
ど
の
厳
密
な
意
味
で
玄
朔
の
著
作
と
い
え
る
も
の
が
初
代
道
三
の
卒
後
に
著
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
。

名
之
以
延
寿
撮
要
、
為
便
見
聞
、
以
倭
字
言
之
、
旋
洛
之
後
、
此
一
巻
恭
歴
叡
覧
、
何
幸
加
焉
、
伏
希
広
頒
華
夷
、
普
授
士
民
、
人
々
長
保

（
．
Ⅳ
）

仙
寿
規
祝
不
浅
也
、
謹
以
記
歳
月
云
爾
、
慶
長
己
亥
（
四
年
、
一
五
九
九
）
立
夏
之
節
、
法
印
玄
朔
。

こ
の
賊
文
か
ら
、
玄
朔
が
常
陸
国
に
配
流
さ
れ
て
い
た
際
（
引
用
文
ｉ
）
、
そ
の
土
地
の
人
の
救
済
の
た
め
に
何
冊
か
の
養
生
言
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
そ
の
要
を
と
っ
て
『
延
寿
撮
要
」
を
編
纂
し
た
こ
と
（
引
用
文
Ⅲ
）
、
ま
た
、
京
都
に
戻
っ
た
後
、
本
書
が
天
皇
の
叡
覧
に
入
り
、

多
く
の
士
民
に
読
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
慶
長
四
年
に
活
字
化
さ
れ
た
こ
と
（
引
用
文
耐
．
Ⅳ
）
が
わ
か
る
。

本
書
は
玄
朔
が
常
陸
国
に
配
流
さ
れ
た
折
の
医
書
の
特
徴
の
一
つ
を
備
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
般
大
衆
に
対
す
る
救
済
の
意
味
合
い
が

が
わ
か
る
。

玄
朔
が
配
流
さ
れ
て
い
た
折
に
著
さ
れ
た
中
に
、
も
う
一
つ
、
「
延
寿
撮
要
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
以
下
の
玄
朔
の
賊
文
が
あ
る
。

（
ｉ
）
１
．
．

此
害
者
僕
在
関
左
之
日
、

一
三
士
民
の
た
め
に
著
さ
れ
た
「
延
寿
撮
要
」

言
Ⅱ
｝偏

州
下
邑
之
者
、
不
知
養
生
之
道
、
不
幸
而
致
天
横
、
故
愛
憐
之
心
最
深
、
価
検
延
寿
之
数
畉
、
聚
枢
要
之
語
、

一
町
Ⅷ
I
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玄
朔
の
著
作
の
中
で
、
後
の
時
代
に
ま
で
影
響
を
与
え
た
大
衆
向
け
の
医
書
と
し
て
、
『
日
用
食
性
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は

次
の
三
～
四
つ
の
書
物
を
合
冊
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
『
日
用
食
性
』
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
日
用
食
性
』
と
と
も
に
「
食
性
能

毒
』
を
含
む
。
二
つ
目
は
『
諸
疾
宜
禁
集
』
、
三
つ
目
は
「
日
用
灸
法
』
で
あ
る
。

こ
の
合
冊
本
の
初
刊
は
玄
朔
没
後
の
一
六
三
三
年
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
前
、
玄
朔
が
常
陸
国
に
い
た
時
、
あ
る
い
は
、
帰

（
鋤
）

洛
し
た
そ
の
年
の
慶
長
二
年
二
五
九
七
）
に
、
自
身
で
『
食
性
能
毒
』
と
「
日
用
灸
法
』
を
合
冊
に
し
て
著
し
て
い
る
。

「
日
用
」
と
い
う
表
題
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
一
般
庶
民
の
日
常
食
の
素
材
に
つ
い
て
の
知
識
や
能
毒
、
病
に
な
っ

た
と
き
の
飲
食
の
宜
禁
『
簡
便
な
灸
の
知
識
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
「
延
寿
撮
要
」
と
同
様
、
本
書
が
一
般
大
衆
の
救
済
の
意
図
で

編
募
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

朝
暮
ノ
看
経
二
可
仕
事
」

を
著
し
た
と
み
ら
れ
る
。

常
陸
国
か
ら
元
鑑
に
送
っ
た
「
淀
（
曲
直
瀬
玄
朔
徒
書
十
六
ケ
条
）
」
に
、
「
一
、
療
治
被
仰
付
御
方
有
之
者
、
不
限
貴
賤
可
入
精
、
イ
カ
ニ

卑
賤
ノ
者
ナ
リ
ト
モ
、
病
者
ハ
我
身
ノ
主
君
卜
心
得
へ
シ
、
惣
別
医
道
ハ
仁
術
ナ
ル
故
二
名
利
ヲ
本
ト
セ
ス
、
以
救
人
為
心
者
也
、
此
一
義
、

（
Ⅲ
）

朝
暮
ノ
看
経
二
可
仕
事
」
と
あ
る
。
玄
朔
自
身
が
流
罪
の
身
と
な
り
、
傷
心
の
中
か
ら
弱
者
を
憐
れ
む
気
持
ち
が
強
ま
っ
て
、
「
延
寿
撮
要
」

『
日
用
食
性
」
が
合
冊
本
で
あ
る
点
も
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一
二
節
で
示
し
た
北
村
宗
竜
に
宛
て
た
書
状
に
み
ら
れ
る
「
只

一
冊
を
見
れ
ば
済
む
」
と
い
う
見
方
に
基
づ
く
と
み
ら
れ
る
。
後
節
で
も
述
べ
る
が
、
玄
朔
の
著
作
の
中
に
は
「
合
わ
せ
た
」
性
格
の
も
の

が
多
く
、
本
書
は
そ
の
典
型
的
な
例
と
い
え
る
。

強
い
点
で
あ
る
。
前
節
ま
一

は
傾
向
を
異
に
し
て
い
る
。

一
四
「
食
性
能
毒
・
日
用
灸
法
」

前
節
ま
で
に
見
て
き
た
「
伝
心
方
法
』
（
『
恵
徳
方
」
）
が
玄
朔
の
医
学
を
子
孫
に
継
承
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
に
お
い
た
点
と
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「
諸
疾
宜
禁
集
」
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
稿
第
四
～
七
節
で
述
べ
た
『
済
民
記
」
と
の
共
通
部
分
の
多
さ
で
あ
る
。
「
諸
疾
宜
禁
集
」
の

病
門
の
配
列
は
『
済
民
記
』
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
、
個
々
の
記
述
も
『
済
民
記
」
の
飲
食
の
宜
禁
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
玄
朔
が
初

代
道
三
の
本
草
関
係
の
著
書
を
盛
ん
に
校
訂
あ
る
い
は
増
補
を
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
玄
朔
が
精
力
を
注
い
だ
の
は
本
草
（
食
物
も
含

む
）
ば
か
り
で
な
く
、
灸
法
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
さ
ら
に
、
本
稿
で
扱
っ
た
『
山
居
四
要
抜
粋
』
や
『
延
寿
撮
要
」
が
養
生
言
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
玄
朔
は
、
初
代
道
三
が
開
拓
し
た
医
療
の
本
道
（
内
科
）
以
外
の
分
野
、
す
な
わ
ち
、
本
草
、
食
物
、
針
灸
、
養
生
な
ど
を

積
極
的
に
開
拓
し
よ
う
と
し
た
と
見
ら
れ
る
。

「
此
害
者
予
嘗
校
検
旧
新
之
医
方
数
畉
而
摘
貢
革
成
三
冊
、
目
之
以
医
方
繩
墨
…
」

帰
洛
後
の
『
旧
新
雑
方
」
・
「
医
方
繩
墨
』
・
『
医
法
権
衡
』
と
常
陸
国
で
の
『
伝
心
方
法
」
と
の
間
に
は
、
二
五
～
三
○
有
余
年
の
隔
た
り

（
劉
）

が
あ
る
。
こ
の
間
に
は
『
万
病
回
春
」
や
『
本
草
綱
目
』
な
ど
の
新
し
い
医
書
が
中
国
か
ら
日
本
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
玄
朔
は
、
こ
れ
ら

の
医
書
を
「
新
方
書
」
、
初
代
道
三
か
ら
継
承
し
た
医
書
を
「
旧
方
書
」
と
し
て
い
る
。

「
旧
方
書
」
・
「
新
方
書
」
と
い
う
観
点
で
、
『
伝
心
方
法
」
と
『
旧
新
雑
方
」
な
ど
の
内
容
を
比
較
す
れ
ば
、
『
伝
心
方
法
」
に
は
初
代
道
三

の
『
授
蒙
聖
功
方
』
・
『
師
語
録
』
・
『
医
燈
』
・
『
啓
迪
集
」
・
「
安
智
心
法
伝
』
な
ど
と
重
な
る
部
分
が
非
常
に
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
伝
心

玄
朔
が
常
陸
国
に
配
流
さ
れ
て
い
た
と
き
に
、
嗣
子
の
元
鑑
の
た
め
に
『
伝
心
方
法
』
を
著
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
京
都
に
戻
っ

（
鋤
）

て
か
ら
も
、
玄
朔
は
他
の
子
や
孫
の
た
め
に
医
書
を
著
し
て
い
る
。
元
和
七
年
（
一
六
一
二
）
に
次
男
玄
益
に
「
旧
新
雑
方
』
を
、
元
和
八
年

（
一
六
二
二
）
に
嫡
孫
の
親
昌
に
『
医
方
繩
墨
』
を
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
に
姪
孫
の
玄
隆
に
「
医
法
権
衡
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
与
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
三
言
は
ど
れ
も
上
・
中
・
下
巻
の
三
巻
か
ら
成
り
、
内
容
的
に
重
な
り
合
う
部
分
が
極
め
て
多
く
、
同
類
の
医
害
と
し
て
扱
う

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
中
で
、
『
医
方
繩
墨
」
の
祓
文
に
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
述
が
見
ら
れ
る
。

一
五
帰
洛
後
の
玄
朔
の
著
書
の
特
徴
ｌ
「
旧
新
雑
方
」
・
「
医
方
繩
墨
」
・
「
医
法
権
衡
」
Ｉ
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「
医
法
明
鑑
」
は
『
伝
心
方
法
」
（
「
恵
徳
方
」
）
と
と
も
に
、
玄
朔
の
代
表
的
な
医
方
書
と
さ
れ
、
全
四
巻
か
ら
な
る
比
較
的
大
部
の
書
で
あ

る
。
本
書
は
二
七
の
病
門
に
分
け
ら
れ
、
各
病
門
の
初
め
に
医
論
を
記
し
、
次
に
処
方
を
羅
列
す
る
形
式
を
採
っ
て
い
る
。
医
論
な
ら
び
に

処
方
に
出
典
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
由
来
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
医
学
正
伝
」
・
『
医
林
集
要
』
・
「
恵
済

方
」
・
「
玉
機
微
義
」
な
ど
か
ら
の
引
用
が
多
く
、
そ
の
他
に
、
「
全
九
集
」
・
『
明
医
雑
著
」
・
『
丹
溪
心
法
」
・
『
集
験
方
」
・
「
外
科
精
要
』
・
「
外

科
精
義
」
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
引
用
医
書
の
種
類
な
ら
び
に
引
用
頻
度
な
ど
は
、
ほ
ぼ
『
啓
迪
集
』
に
類
似
し
て
い
る
。
一
方
、

本
書
に
は
「
新
方
書
」
か
ら
の
引
用
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
わ
ず
か
に
「
万
病
回
春
」
と
『
本
草
綱
目
』
か
ら
、
各
々
一
例
ず
つ
引
用
さ
れ
て

方
法
」
は
「
旧
方
言
」
を
再
編
纂
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
旧
新
雑
方
』
・
「
医
方
繩
墨
』
・
「
医
方
権
衡
』
に

収
載
さ
れ
た
処
方
は
、
「
医
学
正
伝
』
、
「
医
林
集
要
」
、
『
恵
済
方
」
、
「
全
九
集
」
な
ど
の
「
旧
方
書
」
に
由
来
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
『
万

病
回
春
」
、
「
本
草
綱
目
」
な
ど
の
「
新
方
書
」
に
由
来
す
る
も
の
も
多
い
。
こ
の
よ
う
に
「
旧
方
書
」
と
「
新
方
書
」
の
処
方
を
合
体
さ
せ

た
内
容
は
、
『
旧
新
雑
方
』
と
い
う
書
名
、
引
用
し
た
『
医
方
繩
墨
」
祓
文
に
見
ら
れ
る
「
旧
新
之
医
方
」
と
い
う
表
現
と
も
一
致
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
帰
洛
後
の
三
害
の
特
徴
と
し
て
、
察
証
弁
治
の
記
述
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
伝
心
方
法
』
で
は
察
証
弁
治
の

議
論
が
中
心
に
お
か
れ
、
処
方
は
そ
の
議
論
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
旧
新
雑
方
」
な
ど
の
三
書
は
、

は
じ
め
に
病
の
総
論
を
、
次
に
そ
の
病
門
の
処
方
を
羅
列
す
る
形
式
を
採
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
玄
朔
は
、
初
期
に
は
初
代
道

三
の
医
学
を
継
承
し
て
察
証
弁
治
を
基
本
と
し
て
い
た
も
の
の
、
晩
年
に
は
難
解
な
察
証
弁
治
を
避
け
、
一
般
的
な
既
存
の
処
方
を
使
う
医

学
へ
と
変
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
変
化
は
、
玄
朔
が
平
易
な
医
学
を
目
指
し
た
あ
ら
わ
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
る
に
過
ぎ
な
い
。

『
医
方
明
鑑
』
の

ユー

ノ、

「
医
法
明
鑑
」
の
成
立
年
代
へ
の
疑
問

（
４
）

の
初
版
は
寛
永
初
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
頃
に
は
、
す
で
に
「
旧
方
」
と
「
新
方
」
の
ま
じ
っ
た
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『
旧
新
雑
方
」
や
「
医
方
繩
墨
」
が
著
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
ほ
と
ん
ど
「
旧
方
」
だ
け
の
本
書
を
著
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

（
訓
）

本
書
の
成
立
に
関
し
、
ヨ
溪
道
三
記
』
よ
り
一
六
○
八
年
以
前
に
著
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、
『
万
病
回
春
』
や
『
本

（
舵
）
（
淵
）

草
綱
目
」
の
出
ま
わ
り
は
じ
め
た
時
期
二
六
○
○
～
一
六
○
八
年
頃
？
）
に
あ
た
る
。
こ
の
頃
に
編
纂
さ
れ
た
と
み
れ
ば
、
「
医
方
明
鑑
」
に

「
新
方
」
が
僅
か
し
か
収
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
無
理
な
く
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
旧
方
」
だ
け
か
ら
な
る
『
伝
心
方
法
」
（
「
恵
徳
方
」
）
が
察
証
弁
治
を
基
本
と
し
た
医
学
体
系
を
述
べ
、
「
旧
方
」
と
「
新
方
」
を
合
体
し
た

「
新
旧
雑
方
』
は
処
方
を
羅
列
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
『
医
法
明
鑑
』
は
そ
の
問
に
位
置
す
る
が
、
本
書
に
お
い
て

す
で
に
処
方
を
羅
列
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
察
証
弁
治
を
基
本
と
し
た
玄
朔
の
医
学
体
系
が
比
較
的
短
か
っ
た
こ
と
を

謝
辞

本
研
究
を
す
す
め
る
に
当
た
り
、
種
々
の
ご
協
力
と
貴
重
な
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
平
塚
の
後
藤
志
朗
先
生
に
深
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
諸

文
献
な
ら
び
に
適
切
な
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
の
小
曽
戸
洋
先
生
、
茨
城
大
学
の
真
柳
誠
先
生
、
森
ノ

曲
直
瀬
玄
朔
の
前
半
期
の
医
学
は
初
代
道
三
の
医
学
に
隠
れ
、
そ
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
常
陸
国
に
流

罪
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
玄
朔
は
医
学
の
大
衆
化
と
普
及
を
目
指
し
て
、
自
分
流
の
医
学
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼

の
著
作
に
、
本
道
（
内
科
）
の
治
療
と
食
物
の
宜
禁
や
鍼
灸
治
療
を
合
体
さ
せ
た
平
易
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
治
療
書
や
、
一
般
士
民
の
た
め
の

養
生
害
が
見
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
厳
密
な
意
味
で
玄
朔
の
著
書
と
言
え
る
も
の
は
、
常
陸
国
へ
流
罪
に
な
っ
た
以
降
の
も
の

で
あ
る
。

示
唆
し
て
い
る
。

お
わ
り
に
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宮
医
療
学
園
専
門
学
校
の
長
野
仁
先
生
、
諸
文
献
の
閲
覧
、
複
写
の
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
、
京
都
大
学
医

学
部
図
書
館
に
深
謝
し
ま
す
。
な
お
、
本
研
究
は
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
特
定
領
域
研
究
「
我
が
国
の
科
学
技
術
黎
明
期
資
料
の
体
系
的

調
査
研
究
」
（
研
究
番
号
一
四
○
二
三
一
○
四
）
の
一
環
で
行
な
っ
た
。

文
献
お
よ
び
注

（
１
）
安
井
広
迪
編
集
・
解
説
『
近
世
漢
方
治
験
選
集
二
曲
直
瀬
玄
朔
」
名
著
出
版
、
一
九
八
五
。

（
２
）
矢
数
道
明
「
近
世
漢
方
医
学
史
」
名
著
出
版
、
一
九
八
二
。

（
３
）
大
塚
・
矢
数
編
集
「
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
六
曲
直
瀬
玄
朔
』
名
著
出
版
、
一
九
七
九
。

（
４
）
小
曽
戸
洋
著
『
日
本
漢
方
典
籍
辞
典
」
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
。

（
５
）
『
当
流
医
学
之
源
委
」
杏
雨
書
屋
所
蔵
。

（
６
）
京
都
府
医
師
会
編
「
京
都
の
医
学
史
」
二
三
一
～
二
七
五
頁
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
○
。

（
７
）
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
「
曲
直
瀬
道
三
の
前
半
期
の
医
学
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
五
巻
三
号
、
一
九
九
九
。

（
８
）
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
所
蔵
『
山
居
四
要
抜
革
』
、
サ
・
一
二
○
。

（
９
）
「
曲
直
瀬
家
記
」
「
正
盛
」
（
初
代
道
三
）
の
著
作
に
み
ら
れ
る
『
永
日
九
九
茶
話
」
も
同
一
書
と
推
定
さ
れ
る
。

（
、
）
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
の
『
済
民
記
」
は
「
半
井
道
三
撰
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
Ⅱ
）
宮
本
義
己
「
豊
臣
政
権
の
番
医
」
「
国
史
学
」
一
三
三
号
、
五
八
～
八
八
頁
、
一
九
八
七
年
。

（
Ｅ
）
「
当
流
医
学
之
源
委
』
（
前
掲
文
献
５
）
で
は
、
『
摘
英
集
』
（
元
亀
元
年
）
と
『
要
語
集
』
（
元
亀
三
年
）
と
と
も
に
『
恒
民
粋
』
と
記
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
書
の
成
立
は
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

（
昭
）
杏
雨
書
屋
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
医
燈
藍
墨
」
と
「
弁
証
配
剤
医
燈
」
を
比
較
す
る
と
原
本
は
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
「
診
察

弁
証
」
の
名
は
「
弁
証
配
剤
医
燈
」
の
賊
文
の
前
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
ｕ
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
、
『
曲
直
瀬
家
譜
」
で
は
玄
朔
を
道
三
の
「
姪
孫
」
と
し
て
い
る
。

（
肥
）
前
掲
文
献
（
２
）
、
一
五
三
頁
で
は
「
姪
」
と
「
孫
」
を
分
け
、
前
者
に
玄
朔
、
後
者
に
正
純
、
正
琳
を
あ
て
て
い
る
。
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（
雌
）
こ
の
他
、
一
五
七
二
年
頃
、

対
し
て
「
正
心
集
」
を
授
け
、

（
Ⅳ
）
「
済
民
記
』
が
『
師
語
録
』

た
に
ぐ
ち
書
店
、
二
○
○
二
。

（
鴫
）
小
山
誠
次
氏
は
「
『
師
語
録

（
鴫
）
小
山
誠
次
氏
は
「
『
師
語
録
」
は
初
代
曲
直
瀬
道
三
が
初
学
の
門
下
生
に
口
授
し
、
そ
の
門
下
生
（
上
方
者
に
限
る
）
が
筆
録
し
て
成
立
し
た
書

で
あ
る
。
「
師
語
録
」
の
師
と
は
初
代
道
三
の
こ
と
で
あ
る
」
と
結
論
し
、
そ
の
論
拠
の
一
つ
に
玄
朔
の
著
し
た
「
済
民
記
』
の
一
部
と
「
師
語
録
」

が
極
め
て
よ
く
一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
師
語
録
』
は
玄
朔
を
含
む
初
代
道
三
の
門
下
生
よ
り
な
る
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿

で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
『
済
民
記
」
が
初
代
道
三
に
よ
り
著
さ
れ
た
と
す
る
と
上
述
の
結
論
は
自
ず
と
異
な
っ
て
こ
よ
う
。
「
済
民
記
」
と
『
師

語
録
』
と
の
類
似
性
か
ら
、
『
師
語
録
』
は
『
済
民
記
」
二
五
七
三
年
）
以
前
に
存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
成
害
の
時
期
、
な
ら
び
に
、
本

吉
が
田
代
三
喜
の
『
和
極
集
」
に
極
め
て
近
い
こ
と
か
ら
、
『
師
語
録
』
の
師
は
道
三
の
師
匠
、
田
代
三
喜
を
指
す
、
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
岨
）
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
「
田
代
三
喜
著
『
和
極
集
』
の
研
究
」
「
漢
方
の
臨
床
」
四
六
巻
一
号
一
四
七
～
一
五
九
頁
、
一
九
九
九
。

（
別
）
「
済
民
記
」
の
飲
食
の
宜
禁
の
食
物
の
配
列
順
が
『
宜
禁
本
草
」
の
そ
れ
と
よ
く
一
致
す
る
。
た
と
え
ば
「
済
民
記
」
咳
嗽
門
「
橘
、
柑
、
桃
、

李
、
林
檎
、
楊
梅
、
石
榴
、
枇
杷
、
胡
桃
、
榧
実
」
な
ど
。

（
別
）
小
曽
戸
洋
氏
所
有
の
『
済
民
記
」
の
古
写
本
で
は
、
「
宜
」
の
食
物
は
墨
字
で
、
「
禁
」
の
食
物
は
朱
字
で
書
き
分
け
て
あ
る
。
こ
の
形
式
は
初
代

道
三
の
『
日
用
薬
性
能
毒
」
二
五
六
六
）
で
、
す
で
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

（
犯
）
『
当
流
医
学
之
源
委
』
「
対
学
侶
使
授
与
之
次
序
」
の
中
に
、
『
宜
禁
本
草
」
が
『
（
医
燈
）
藍
墨
」
（
一
五
六
四
）
と
「
神
術
類
』
二
五
六
六
）
の

（
犯
）
『
当
流
医
学
之
源
委
』

間
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
羽
）
「
薬
性
能
毒
」
杏
雨
書
屋
、
乾
五
三
二
九
。

（
型
）
『
薬
性
能
毒
」
（
一
六
○
八
）
の
玄
朔
の
賊
文
に
「
此
耆
は
先
師
一
溪
翁
の
作
す
る
所
な
り
、
…
近
ご
ろ
本
草
綱
目
来
朝
す
。
予
こ
れ
を
検
閲
し
至

要
の
語
を
ひ
ろ
う
て
又
こ
れ
に
加
え
薬
品
を
増
添
す
」
と
あ
る
。
前
掲
文
献
（
羽
）
参
照
。

（
お
）
本
書
の
研
究
は
す
で
に
長
野
仁
氏
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
る
。
長
野
仁
「
曲
直
瀬
家
医
学
害
覚
え
害
」
『
針
灸
○
の
シ
【
シ
」
一
五
巻
三
号
、
二
七

五
～
二
八
○
頁
、
一
九
九
九
。

守
真
（
子
）
に
対
し
て
「
摘
英
集
」
と
『
要
語
集
」
を
選
集
し
て
授
与
し
て
い
る
。
一
五
八
○
年
に
盛
孝
（
孫
）
に

一
五
八
一
年
に
盛
紹
（
孫
）
に
『
宜
弁
類
」
を
授
け
て
い
る
（
『
当
流
医
学
の
源
委
」
に
よ
る
）
。

や
『
啓
迪
集
』
に
近
い
こ
と
は
、
小
山
誠
次
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
小
山
誠
次
編
『
師
語
録
』
一
五
五
～
一
六
三
頁
、
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（
調
）
国
立
民
族
博
物
館
篠
田
統
文
庫
に
、
慶
長
一
二
年
（
一
六
○
七
）
、
玄
朔
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
「
万
病
回
春
』
が
存
在
す
る
。
大
島
新
一
「
新
た

に
出
現
し
た
古
活
字
版
『
万
病
回
春
」
に
つ
い
て
」
「
汲
古
』
第
二
一
号
、
七
二
～
八
○
頁
、
平
成
四
年
、
汲
古
書
院
。

（
調
）
『
諸
疾
宜
禁
集
」
の
原
形
は
『
迪
蒙
一
統
井
古
方
配
剤
」
（
一
六
○
七
）
や
梅
寿
撰
「
諸
疾
禁
好
集
』
（
一
六
二
六
）
の
中
に
存
在
す
る
。
島
田
勇

雄
、
吉
井
始
子
「
日
用
食
性
」
『
食
物
本
草
本
大
成
』
一
巻
二
～
一
八
頁
、
蹄
川
書
店
、
京
都
、
一
九
八
○
。

（
鋤
）
『
旧
新
雑
方
」
杏
雨
書
屋
、
乾
五
三
七
三
。
『
医
方
繩
墨
」
、
同
、
乾
五
三
六
九
。
『
医
法
権
衡
」
、
同
、
乾
六
六
一
四
。

（
弧
）
「
曲
直
瀬
道
三
家
伝
』
（
杏
雨
書
屋
、
乾
二
一
六
）
の
叢
書
中
の
宣
溪
道
三
記
」
は
慶
長
一
三
年
二
六
○
八
）
に
言
か
れ
、
そ
の
中
に
「
（
玄

朔
）
編
撰
之
集
数
畉
、
医
法
明
鑑
四
巻
」
と
あ
る
。

（
認
）
玄
朔
の
医
案
集
で
あ
る
「
医
学
天
正
記
」
二
六
○
七
）
を
見
る
と
、
玄
朔
は
、
当
時
か
ら
、
回
春
大
柴
胡
湯
、
回
春
調
和
飲
、
回
の
茸
薬
湯
、

回
の
反
胄
の
調
気
和
中
湯
、
順
気
湯
（
回
春
の
病
満
）
、
回
の
眩
扶
神
湯
、
鎮
心
湯
（
回
春
病
門
）
、
回
の
麻
木
門
加
減
八
仙
湯
、
調
栄
湯
（
回
）
、

回
補
血
湯
、
養
神
湯
（
回
春
の
）
、
回
痛
経
調
気
湯
、
回
春
の
四
物
調
経
湯
、
回
加
味
敗
毒
散
、
な
ど
と
「
万
病
回
春
」
の
処
方
を
使
っ
て
い
る
こ

（
羽
）
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
井
上
言
店
、
一
九
六
三
。
『
聖
功
方
」
一
溪
嬰
撰
、
「
恵
徳

（
沁
）
東
京
大
学
総
合
図
書
館
『
恵
徳
方
」
（
Ｖ
二
、
二
三
六
）
。
杏
雨
書
屋
『
恵
徳
方
」
（
研
、
一
九
○
六
）
。

（
”
）
こ
の
引
用
文
で
は
『
恵
徳
方
」
の
書
名
の
由
来
を
安
斉
道
恵
と
の
関
連
で
述
べ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
、
「
恵
済
方
、
恒
徳
老
人
」
の
関
連
で
と

十

ノコ
元里里

と
が
わ
か
る
。

ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

同
作
」
と
あ
る
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
）



QuestionsRelatingtoManaseGensaku'sMedicalWritings
DidManaseGensakuWrite“SankvoshivoBassui”and“Saiminki"？

JiroENDOandTerukoNAKAMURA

（
ご
胃
）
巾
寸
紐
抑
急
鰕
槌
澤
朴
忍
幽
骨
工

ThisstudyinvestigatedthetextsattributedtoManaseGensaku(1549-1631,thesecond

MamaseDosan),successortothe6rstManaseDosan(1507-1594).Theinvestigationyielded

thefollowingresults:

(1)"Saiminki,""SankyoshiyoBassui''and"IdenFukyuroku,''saidtohavebeenauthoredby

ManaseGensaku,constitutethefirstManaseDosan'sworks.ManaseGensakuisthought

tohaverevised"Saiminki,"recompiled"SankyoshiyoBassui,''andpublished@$Iden

Fukvuroku.”

(2)ManaseGensaku'smedicalwritings,&'DenshinHoho,"!&Keitokuho"and@!Jozanho,''have

thesamecontents.

(3)Lateinhislife,ManaseGensakuwrotethepharmaceuticalvolumes,@4KyushinZappo,
ﾅｦ

"IhoJoboku''and(@IhoKenko."Thesebooksdescribedpharmaceuticalsthatwere

describedbyManaseDosan,aswellaspharmaceuticalsthatwerebeingdevelopedat

thattime.

(4)"IhoMeikan,''themostimportantworkofManaseGensaku,containsdescriptionsof

almostallofthepharmaceuticalsdescribedbythefirstManaseDosan.
ト
＠
岬
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